
3 特集 ～平成31年度のまちづくり～

主
要
な
施
策
の
推
進

主
要
な
施
策
の
推
進

戦
略
』の
総
仕
上
げ
と
し
て
、『
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
』、『
防
災
・
減
災
対
策
』、

『
観
光
振
興
』の
三
つ
の
施
策
を
重
点
施
策

と
し
て
推
進
し
、
未
来
に
夢
を
抱
く
町
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
暮
ら
し
に
豊
か
さ

実
感
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。

　

そ
し
て
本
年
は
、
２
０
２
０
年
度
を
始

期
と
す
る『
第
６
期
厚
岸
町
総
合
計
画
』と

『
厚
岸
町
未
来
創
生
総
合
戦
略
』を
策
定
し

ま
す
。
厚
岸
町
の
将
来
を
見
据
え
、
厚
岸

町
を
も
っ
と
元
気
な
ま
ち
へ
、
そ
し
て
町

民
の
皆
さ
ん
誰
も
が
心
か
ら
誇
り
を
持
て

る
ま
ち
へ
と
向
か
う『
道
し
る
べ
』と
な
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
は
町
制
施
行
１
２

０
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

記
念
の
年
を
、
町
を
挙
げ
て
祝
う
た
め
、

本
年
は
そ
の
準
備
を
し
っ
か
り
と
進
め
ま

す
。

　

平
成
31
年
度
に
お
い
て
、
私
が
取
り
組

む
主
要
な
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
第
５

期
厚
岸
町
総
合
計
画
の
５
本
の
ま
ち
づ
く

り
の
柱
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

自
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大
切
に
し
た

快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り　
　

　

ま
ち
づ
く
り
の
柱
の
一
点
目
は
、
『
自

然
と
の
調
和
を
大
切
に
し
た
快
適
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
』
で
す
。
厚
岸
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
漁
業
と
農
業
を
守
り
育
て
、

次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
『
厚

岸
町
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
る
基
本
計

画
』
に
示
す
行
動
指
針
に
基
づ
き
、
町
、

町
民
、
事
業
者
が
協
働
で
厚
岸
町
ク
リ
ー

ン
作
戦
な
ど
の
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
は
、
平

成
26
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い

る
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

連
携
し
、
個
体
数
の
適
正
管
理
の
た
め
の

計
画
的
な
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
に
出
没
す
る
エ
ゾ
シ
カ

の
対
応
は
、
囲
い
わ
な
を
１
基
増
設
し
、

捕
獲
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

特
定
外
来
生
物
の
対
応
は
、
漁
業
や
生

態
系
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
引
き

続
き
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
計
画
的
な
防
除

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
て
、
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
地
球
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
抑
制
す
る
た
め
、
町
有
施
設
を
対
象

と
し
た
『
厚
岸
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
』
に
掲
げ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
施

策
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
内

中
小
企
業
に
お
け
る
節
電
診
断
や
省
エ
ネ

診
断
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
民
生
活
と
産
業
活
動
の
基
盤
で
あ
る

水
道
事
業
は
、
今
後
の
財
政
収
支
見
通
し

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
長

期
的
な
更
新
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
水
源
開
発
の
可
能
性
を

検
討
す
る
調
査
に
着
手
し
、
建
設
か
ら
45

年
を
経
過
す
る
浄
水
場
な
ど
の
老
朽
化
し

た
重
要
施
設
の
更
新
を
見
据
え
て
、
よ
り

効
率
的
な
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

簡
易
水
道
は
、
上
尾
幌
地
区
の
老
朽
化

し
た
水
道
管
の
更
新
整
備
に
向
け
た
現
況

測
量
調
査
な
ど
に
着
手
す
る
ほ
か
、
太
田

・
片
無
去
地
区
は
、
営
農
用
水
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
、
水
源
の
見
直
し
と
老
朽

化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
整
備
に
向
け
て
、

北
海
道
が
事
業
主
体
と
な
り
基
本
計
画
の

策
定
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
白
浜
３
丁

目
地
区
の
汚
水
管
整
備
を
完
成
さ
せ
る
ほ

か
、
新
た
に
白
浜
４
丁
目
の
未
整
備
地
区

の
整
備
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
終
末
処

理
場
な
ど
の
老
朽
化
し
た
重
要
施
設
の
計

画
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
備
え
、
移
動
式
発
電
機

な
ど
の
資
機
材
を
配
備
し
、
危
機
対
策
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
よ
る
整
備
を
予
定
し
て

い
な
い
地
区
で
は
、
生
活
排
水
処
理
施
設

の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
釧
路
外
環
状

道
路
の
釧
路
別
保
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

本
年
３
月
９
日
に
開
通
し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
横
断
自
動
車
道
根
室
線

『
厚
岸
町
尾
幌
・
糸
魚
沢
間
』は
、
北
海
道

横
断
自
動
車
道
釧
路
・
根
室
間
建
設
促
進

期
成
会
が
主
体
と
な
っ
た
要
望
活
動
な
ど

が
実
を
結
び
、
本
年
１
月
30
日
に
新
規
事

業
化
に
向
け
て
の
概
略
ル
ー
ト
が
決
定
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
早
期
着
工

に
向
け
て
、
関
係
市
町
村
や
団
体
と
の
連

携
の
下
、
引
き
続
き
強
力
に
要
望
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

町
道
は
、
太
田
門
静
間
道
路
と
床
潭
末

広
間
道
路
の
整
備
、
筑
紫
恋
道
路
の
歩
道

改
修
、
太
田
地
区
の
防
雪
柵
整
備
、
お
供

橋
の
長
寿
命
化
工
事
、
真
栄
１
条
通
り
の

ほ
か
路
面
の
損
傷
が
著
し
い
箇
所
の
オ
ー

バ
ー
レ
イ
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
宮
園
町
東
１
の
通
り
、

宮
園
台
１
号
通
り
の
改
良
舗
装
工
事
と
ト

ラ
イ
ベ
ツ
地
区
町
道
法
面
整
備
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
、

バ
ス
と
も
に
、
通
院
・
通
学
の
ほ
か
高
齢


